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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 21 年５月 11 日に公表した平成 22 年３月期（平成 21 年４月１

日～平成 22 年３月 31 日）の通期連結業績予想並びに平成 22 年３月期の通期個別業績予想を下記の

通り修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

 

１．平成 22 年３月期通期業績予想数値の修正（平成 21 年４月１日～平成 22 年３月 31 日）   

(１)連結業績予想 

 （金額の単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益

前回発表予想（Ａ） 36,000 1,500 1,500 750 37 円 32 銭 

今回修正予想（Ｂ） 34,200 1,810 1,850 910 45円 29銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △1,800 310 350 160 － 

増減率（％） △5.0％ 20.7％ 23.3％ 21.3％ － 

前期実績（平成 21 年３月期） 35,406 1,170 913 240 11円 55銭 

 

(２)個別業績予想 

 （金額の単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり
当期純利益

前回発表予想（Ａ） 34,800 1,350 1,400 700 34円 82銭 

今回修正予想（Ｂ） 32,600 1,750 1,800 900 44円 77銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △2,200 400 400 200 － 

増減率（％） △6.3％ 29.6％ 28.6％ 28.6％ － 

前期実績（平成 21 年３月期） 34,436 1,048 1,068 300 14円 39銭 

 

  

  

  

  

  

  

  



２．修正の理由 
  

①連 結  売上高は、消費者の生活防衛意識の高まりから、買い控えや低価格品へのシフト
といった節約志向が顕著となったこと等により伸び悩みました。その結果、342 億
円と前回予想を 18 億円下回る見込みであります。 
一方、利益面におきましては、売上高の減少に伴う利益の減少はありますものの、

原材料価格の沈静化、原価低減及び経費削減等を継続して実施しました結果、営業
利益は、18 億 10 百万円と前回予想より３億 10 百万円上回る見込みであります。 
経常利益は、18億50百万円と前回予想より3億50百万円上回る見込みであります。 
この結果、当期純利益は９億 10 万円と前回予想より１億 60 百万円上回る見込み

であります。 
  
 
②個 別  売上高は、上記の連結で記載しました同様の要因等により、326 億円と前回予想

を 22 億円下回る見込みであります。 
利益面におきましても、上記の連結で記載しました同様の要因等により、営業利

益は、17 億 50 百万円と前回予想より４億円上回る見込みであります。経常利益は、
18 億円と前回予想より４億円上回る見込みであります。 
この結果、当期純利益は９億円と前回予想より２億円上回る見込みであります。 

  
 
 

(注)業績予想につきましては、本資料の発表時現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、  

実際の業績は、今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

 

                                    以 上 


